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無線ＬＡＮビジネス研究会（第３回） 

 

１ 日時：平成２４年４月２６日（木） １０：００～１２：１０ 

２ 場所：総務省１１階 第３特別会議室 

３ 出席者（敬称略） 

（１） 構成員（座長以外五十音順） 

森川 博之《座長》（東京大学先端科学技術研究センター 教授）、石戸 奈々子（特定非営利法人 

ＣＡＮＶＡＳ 理事長）、門脇 直人（独立行政法人情報通信研究機構 ワイヤレスネットワーク

研究所 研究所長）、田中 秀幸(東京大学大学院情報学環 教授)、福田 健介（国立情報学研究所

アーキテクチャ科学研究系 准教授）、前田 香織（広島市立大学大学院 情報科学研究科 教授）、

森 亮二（英知法律事務所 弁護士） 

 

（２）オブザーバ（プレゼンテーション順） 

井上 福造（東日本電信電話株式会社 取締役 コンシューマ事業推進本部 ブロードバンドサー

ビス部長）、村田 和也（東日本電信電話株式会社 コンシューマ事業推進本部 ブロードバンド

サービス部 担当部長）、大橋 功（イー・アクセス株式会社 執行役員 企画部長）、原 裕樹（イ

ー・アクセス株式会社 企画部 課長）、木下 剛（シスコシステムズ合同会社 専務執行役員）、

谷田部 茂（シスコシステムズ合同会社 テクノロジー＆リサーチセンター コンサルティングエ

ンジニア）、渡邊 泰治（FREESPOT協議会 主幹事 株式会社バッファロー 取締役）、根本 将幸

（FREESPOT協議会 主幹事 株式会社バッファロー 主査）、大塚 一樹（浦安市商工観光課 観

光・水産係長）、大塚 覚（浦安市情報政策課 主事） 

 

（３） 総務省 

桜井総合通信基盤局長、原口電気通信事業部長、古市事業政策課長、玉田消費者行政課長、田

原移動通信課長、齋藤データ通信課長、佐藤情報セキュリティ対策室長、中西データ通信課企

画官、堀内データ通信課課長補佐、鈴木データ通信課課長補佐 

 

４ 議題 

関係者のプレゼンテーション 

  ・ 東日本電信電話株式会社 

  ・ イー・アクセス株式会社 
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  ・ シスコシステムズ合同会社 

  ・ ＦＲＥＥＳＰＯＴ協議会 

  ・ 浦安市  

 

５ 議事録 

【森川座長】  おはようございます。お忙しい中、本日もお集まりいただきまして、ありがと

うございます。これから３回目の無線ＬＡＮビジネス研究会を始めたいと思います。 

 今回も、前回に引き続きましてプレゼンテーションを中心として進めてまいりたいと思います。

今回は、５つのプレゼンテーションを予定しておりまして、ＮＴＴ東日本、イー・アクセス、シ

スコシステムズ、ＦＲＥＥＳＰＯＴ協議会、最後に、観光促進等の観点から無線ＬＡＮの整備を

進めておられます浦安市からそれぞれプレゼンテーションをいただきたいと思っております。 

 それでは、まず始めに配付資料の確認を事務局にお願いしたいと思います。 

【鈴木データ通信課課長補佐】  それでは、皆様の本日、お手元には、座席表、議事次第のほ

か、資料３－１から３－５までを配付しております。ご確認いただければと思います。 

【森川座長】  ありがとうございます。 

 先ほども申し上げましたとおり、５つのプレゼンテーションを予定しております。それぞれ１

５分でお願いできればと考えております。かなりタイトなスケジュールとなっておりますので、

ぜひとも時間厳守でお願いできればと思います。 

 進め方でございますけれども、それぞれ１５分のプレゼンテーションを、初めにＮＴＴ東日本、

イー・アクセス、シスコシステムズといった３者の方に連続してお願いして、その後１０分程度

の質疑応答、それに続きまして、残り２者のプレゼンテーションをお願いして、そこでまた５分

程度の質疑応答というスケジュールでいきますと、最後に総括的なフリーディスカッションが大

体２５分程度あるといったスケジュール感で進めてまいりたいと思っております。 

 それでは、まず東日本電信電話株式会社の井上様、村田様、ご説明をお願いいたします。 

【東日本電信電話株式会社（井上様）】  ＮＴＴ東日本の井上でございます。 

 それでは、お手元の資料３－１に沿いましてご説明をさせていただきます。まず、３ページ目

を開いていただきたいのですが、無線ＬＡＮビジネスということで、当社は平成１６年の１２月

ぐらいから公衆無線ＬＡＮフレッツ・スポットという名称の公衆無線ＬＡＮサービスを提供して

まいりましたが、この間、想定していたほど販売につながっていないというのが正直な状態であ

り、ご利用者も一部の利用者に偏ったような形で、なかなか事業的に芽が出なかったということ

もございました。 
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 ただ、昨今のスマートフォン、タブレットの隆盛によって、かなり大きく局面が変わってきた

ということで、戸惑いもございますし、これからかなという感もございます。ただ、長年の取組

で沿革がございますので、どういう考え方で提供してきたかということをこのページでご説明し

たいと思います。 

 当社は、フレッツ光という固定ブロードバンド事業でございますので、まずは宅内環境、宅内

の無線環境をどうしていくかということを数年前からずっと力を入れてまいりました。特にＷｉ

ｉのようなＷｉ－Ｆｉで通信するゲーム機の普及や、ＤＳ、ＰＳＰ、特にゲーム機の普及に伴っ

て、屋内の無線ＬＡＮ環境を整備していこうということで、ある時点の調査によると、フレッツ

のお客様の大体５割が何らかの形で無線環境をご利用されています。ただ残りの５割ぐらいは、

固定回線でＰＣを接続して利用されているような実態がございます。ゲーム機対応とか、将来の

スマートフォン、タブレットといったように、家庭内でも当然、無線デバイスをお使いになると

いうことを展望したときに、やはり無線環境を充実していくということが大事だということで、

一番左に書いてあります宅内のＷｉ－Ｆｉ端末の接続性を確保するという意味で、光ポータブル

というポータブル型の無線ルーターといった商品をはじめとして、宅内の無線系のサービスを充

実していこうと考えています。 

 当然ながら、それが外に出ていくときに、宅内と同じような環境でご利用いただけるようにと

いうことで、従来から提供しています公衆無線ＬＡＮのサービスを更に充実していって、外出先

でも利便性を向上していこうというのが次のステップでございます。これが真ん中です。 

 当初は、共用ＡＰを使って、パブリックなスペース、駅や空港等でのご利用提供ということで

したが、それをもう少し生活動線をカバーする形で、できるだけフレッツの契約者にはシームレ

スな形で屋外のブロードバンドも提供したいということで、スポットの拡充に努めているところ

でございます。 

 そういう意味では、昨年から提携をして展開していますセブン＆アイさんとのスポットの拡充

や、後ほどご説明しますような簡易設置型の光ステーションといった端末の提供ということで、

２４年度末までには共用ＡＰ含めて東日本全体で５万カ所ぐらいをカバーしていきたいと考えて

ございます。 

 それと同時に、ある意味で面的にといいますか、スポットのないエリアでもシームレスに通信

ができるようにということで、ＭＶＮＯプレーヤーと連携したモバイルパックといったものを共

同でご提供するように努めているところでございます。それが真ん中の右のフレッツおでかけパ

ックやモバイルパックといった取組でございます。 

 このように拡大したＷｉ－Ｆｉステーションに関しましては、昨年の震災時に初めて大規模に
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行ったのですが、災害時には無償開放して、通信を補完する一助としていただきたいということ

で、情報ステーション化を図っていくという考え方でやっております。 

 それでは、次のページでございます。次以降、具体的な取組でございます。まず光ポータブル、

これは家庭の中を無線化するということで、従来からもレンタルの無線ルーター等を提供してご

ざいますが、持ち運び用の光ポータブル、このルーターとクレードルセットを５００円でご提供

しています。持ち運び型の光ポータブルは、コグニティブ機能によりまして、ＷＡＮ側でＷｉ－

Ｆｉと３Ｇをダイナミックに切りかえる機能を持ってございます。最初のころは、光ポータブル

だけを提供したのですが、ご家庭で複数の人が利用する場合に、これを持ち出されると、宅内の

無線環境がなくなってしまいますので、このクレードル側に無線機能を搭載して、ポータブルル

ーターを持ち出しても宅内の無線環境を維持するということでご提供しています。 

 それとあわせて、設定無料と一番左端に書いてありますけど、どうしても利用者の拡大に合わ

せて、無線の設定等がハードルになってくる利用者も多数ございましたので、リモートサポート

サービスやセットアップサービスといったようなサポート系のサービスとセットでご提供してい

るところでございます。Ｗｉ－Ｆｉ通信のすそ野の拡大ということを考えますと、特にこういう

サポートサービスというのが非常に重要になると考えておりまして、こういうサービスとセット

でご提供していきたいと考えております。 

 次のページですが、今度はアクセスポイントの拡大でございます。平成１６年からスタートし

た当初のフレッツ・スポットは、このピラミッドでいいますと上のほうに当たりますパブリック

なエリアを中心に展開してまいりました。ここはＮＴＴブロードバンドプラットフォームが提供

する共用型のＡＰを借りて、サービスを提供しているというのが実態でございます。 

 ただ、なかなか普及しなかったとか、利用が偏ったという１つの原因としては、どこで使える

かわからないというのがございまして、そういう意味では、昨年、セブンイレブンさんと協議を

して、セブンイレブンの店舗にＷｉ－Ｆｉを設置していきコンビニで使えるという単純な認識と

しては非常に大きな意味があったと思っています。そういう意味で、ここも含めてパブリックな

エリアだとすると、ここから先はそれぞれの地域、地域のローカリティに応じて、あるいは中小

店舗のニーズに応じて、個別のオーナーのニーズに応じて設置していく、自社設置として展開し

ております。光ステーションという簡易のＡＰを、エリアオーナー、あるいは店舗のオーナーの

ご要望に応じて設置していくという展開をしてございます。 

 それを面的に、屋外に拡大したような形として、商店街とか観光業組合さんと連携した町ごと

Ｗｉ－Ｆｉといったような、そういうニーズにも広がりつつあるという状況でございます。 

 次のページはアクセスポイントの展開モデルでございますが、いずれもエントランス回線は光
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を用いておりますので、共用ＡＰモデルはＮＴＴＢＰによる設置で、これを借り受けてやってお

ります。光ステーションについては、利用者の光回線の先に公衆無線ＬＡＮのＡＰとして光ステ

ーションという端末を設置して、そのお店の中のＷｉ－Ｆｉ化を図っているということでござい

ます。光ステーション側は、１台目の端末は無償で提供して、２台目以降は月額５００円という

形でご提供するという形態でやっております。 

 次のページはセブン＆アイさんとの協業イメージでございます。セブンイレブンをはじめとし

たセブン＆アイグループさんのいろんな店舗、集客スポットにフレッツ・スポットをご提供して

いくというイメージでございます。あわせて、セブンイレブンさんの提供されるセブン・スポッ

トという２つのサービスを展開しております。現在は東京２３区１,２００店舗に設置されており

ますが、これを今後、東日本エリアの約８,７００店舗に拡大していく予定でございます。あわせ

て、公衆Ｗｉ－Ｆｉの無料開放ということで、非常時は情報ステーションにしていきたいという

考えでございます。 

 次のページは光ステーションの説明になります。廉価なＡＰを、お店のＷｉ－Ｆｉ化というこ

とで、フレッツの光回線を設置していただいているお店にご提供しているものでございます。あ

る意味ではピンク電話方式ですけども、お店のお客さんへの利便性提供ということと、お店のポ

ータル画面やクーポン、スタンプカードといった店舗のお知らせ配信のようなエリアポータル機

能をあわせてご提供しているところでございます。 

 次のページは、光ステーションは個々のお店の展開なのですが、自由が丘の商店街全体をＷｉ

－Ｆｉ化するという試みでございます。緑のドットが振ってあると思うのですが、ここは従来か

ら街灯に監視カメラが設置されていまして、その先にフレッツ光が通っており、そこのフレッツ

回線を利用して、ＡＰをつけております。 

 この地図でいうと自由が丘の商店街全体、大体７００メートル四方ぐらいの辺をカバーしてい

こうとしております。既存のものでカバーできないところについては、一部、数カ所程度、ビル

の屋上等に新設したポイントもございます。合計約２４カ所で電波を吹いて、町全体にＷｉ－Ｆ

ｉ通信を可能にしております。あわせて、自由が丘の店舗情報やクーポンを自由が丘に来られた

お客さんに提供するというイメージでございます。 

 先ほど申し上げました光ステーション、これを個々の各店舗に設置していくという計画でござ

います。 

 次のページ、このゴールデンウイークにスイーツフェスタというイベントが予定されておりま

すが、こういうイベント時に集客のツールになるというイメージでございます。５月３日のスイ

ーツフェスタを皮切りに、町情報の提供や個々の店舗情報の提供といったようなことで、自由が
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丘に来られるお客さんへのプロモーションないし利便提供ということを計画されております。 

 次のページは、今後こういった形でＷｉ－Ｆｉエリアを拡大していく上での課題と取組でござ

います。まず私どもとしては、非常にたくさんの人が集まって、たくさんのトラヒックが発生す

るエリアについては共用化を図って、共用ＡＰを利用していくというのが基本ではないかという

ことで、共用ＡＰと光ステーションのような個別のＡＰの組み合わせということでやっていきた

いと思っています。 

 基地局設計につきましても、チャネルの配置や干渉を考慮していくというのが基本なのかなと

思っています。 

 右のほうに、バックボーンに光を使っているということと、あと５ギガヘルツ帯を今後は利用・

活用していきたいということで、既存のフレッツ・スポットのＡＰは２.４ギガヘルツ帯なのです

が、光ステーションからは５ギガヘルツ帯も利用可能としておりますので、今後のＡＰの更改に

合わせて５ギガヘルツ帯を利活用していきたいと考えております。 

 電波干渉対策に関しましては、できるだけＡＰ側、端末側で工夫をして、干渉を少なくしてい

きたいと考えております。 

 次のページはセキュリティ対策でございますが、事業者側、それから利用者側双方の取組を今

後とも強化していくのかなと思っております。 

 盗聴に関して言えば、無線区間の暗号化につきましては光ステーションからＷＰＡ２を対応し

ておりますので、今後の共用ＡＰも公開タイミングに合わせてＷＰＡ２の採用をしていきたいと

考えております。利用者側の対策としては、できるだけご利用の際、あるいは契約の際に注意喚

起を促すといったような取組もやっておりますが、セキュリティ対策と利便性の向上というのは

トレードオフのような関係もございますので、先ほど申し上げましたような設定サポートのよう

なサービスとセットでご提供申し上げていきたいなと考えております。 

 次のページは、利便性の向上ですが、これは光ポータブルが持っておりますコグニティブ機能、

最適な回線を自動的に選択・切りかえするといった機能や省電力機能、設定を簡単にするといっ

たような機能、利用者利便を向上していくための取組を継続的にやっていきます。 

 特に当面のブロードバンドネットワークは、どうしてもハイブリッドにならざるを得ない、ハ

イブリッドで使うというのが一番便利な使い方であるというのは事実でありますので、固定回線

のパフォーマンスと無線のパフォーマンス、それから３Ｇのパフォーマンス、こういったのをで

きるだけお客様に負担をかけないで実現していくようなサービス作りや機能の提供といったのを

目指していかなければいけないと考えております。 

 最後のページは、今まで申し上げました課題と取組のまとめでございますので、割愛させてい
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ただきます。 

【森川座長】  ありがとうございました。 

 それでは、続きましてイー・アクセスの大橋様、原様、よろしくお願いいたします。 

【イー・アクセス株式会社（大橋様）】  イー・アクセスの大橋といいます。本日はプレゼンテ

ーションの機会をいただきまして、大変ありがとうございます。 

 まず今の当社のビジネスの状況について簡単に説明させていただいた後、モバイル事業と無線

ＬＡＮの関わりについてご説明差し上げたいと思います。 

 冒頭に申し上げておきますと、弊社はまだ自前のＷｉ－Ｆｉネットワークを有していませんの

で、モバイルのデータ通信事業者としてどのようにＷｉ－Ｆｉを活用してきたか、それからどう

いうところに期待しているかというところを中心にご説明したいと思っています。 

 資料ですけども、２ページ目です。まず当社の概要ですけれども、会社自体は１９９９年に設

立しまして、ＡＤＳＬ事業からデータ通信に特化して行ってきた会社ですが、２００７年にモバ

イル通信、これは当時、イー・モバイルという会社で事業を開始しましたが、今はイー・アクセ

ス、イー・モバイルが合併しておりまして、イー・アクセスという会社でＡＤＳＬと、それから

モバイル通信のサービスを行っているということになります。 

 続きまして、３ページ目です。このページはモバイル事業の累計加入者数をお示ししているグ

ラフですけれども、おかげさまで２０１２年の３月、２０１１年度末で４００万超の利用者を獲

得するに至りまして、２００７年にサービスを開始して約４年、５年でここまで来られたという

のは非常に我々にとってもよかったのではないかと思います。 

 ここのスライドの中で、一番左下のほうにＰＣに挿すデータカードの絵がかいていますけども、

主力商品としてはこういったデータ通信端末にフォーカスを当ててサービスを行ってきたという

ことになります。サービス開始する前は他の携帯電話事業者さんのようにスマートフォンや、い

わゆるハンドセットの端末にも力を入れていきたかったのですが、なかなかそこはエリアの問題

ですとか端末の問題があって、市場をあけていけないということがありまして、データ通信に特

化してここまで事業を成長させてきたというところが我々の特徴かなと思っています。 

 続きまして、４ページ目です。先ほどもモバイルのデータ通信にフォーカスして事業を行って

きたとご説明しましたが、このグラフは、今の携帯電話市場のデータ通信に特化したシェアでい

うと、これは当社調べも大分入っていますが、４５％ぐらいのシェアを獲得しているのではない

かと思っています。 

 なぜここまでシェアを伸ばすことができたかという強みの部分は、一番後発ということもあり、

新しい技術をタイミングよく入れられたということ、低廉な料金プラン、他のキャリアさんより
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も先に出したモバイルＷｉ－Ｆｉルーター、この３つかと思っています。 

 続きまして、５ページ目です。現在、当社のモバイルのネットワークは、完全ではないのです

が、ギガビット・イーサネットを１００％にするように進めていまして、これによって、更に高

速なデータ通信に適したネットワークで利用者の方にサービスが提供できるのではないかと思っ

ています。右側に４つの利点を書いていますけれども、１つは通信レスポンスが従来のネットワ

ークよりも向上するということ、それから大容量通信がコアのネットワークでは可能だというこ

と、それいから低コスト化、４つ目に冗長性の強化といったところがギガビット・イーサネット

化することの利点であると考えています。 

 ６ページですけれども、今まで５ページぐらいで当社のモバイル事業についてご説明差し上げ

ましたが、その中で今回のテーマである無線ＬＡＮがどういう位置づけにあるかをご説明いたし

ます。まず１点目は、新しいモバイルブロードバンド需要の開拓ということがあります。最初は

パソコンに挿すデータカードのデバイスが中心だったのですが、やはりそれだけではなかなか利

用者の方に使っていただけないということもありまして、２００９年にＰｏｃｋｅｔ ＷｉＦｉ、

これは弊社の端末名ですけれども、いわゆるモバイルＷｉ－Ｆｉルーターというものを発売させ

ていただきました。これは発売開始後、利用者の方にたくさん使っていただくことができまして、

数カ月間でデータ通信端末では売り上げナンバーワンというような位置づけもいただいている、

現在でも当社の主力商品ですけども、そういう取組をしています。 

 もう一つの観点は、データオフロードへの取組ということで、これは自前のネットワークの公

衆無線ＬＡＮサービスはないのですが、去年の１０月から公衆無線ＬＡＮオプションサービスも

提供させていただいて、データオフロードという位置づけでサービスを提供させていただいてお

ります。 

 続きまして、Ｐｏｃｋｅｔ ＷｉＦｉと公衆無線ＬＡＮオプションそれぞれについて少しご説

明させていただきます。８ページはＰｏｃｋｅｔ ＷｉＦｉ、モバイルＷｉ－Ｆｉルーターはそ

もそも何かというところなのですが、いわゆる公衆無線ＬＡＮのアクセスポイントがない場所で

も、ネットワーク側が３Ｇをつかんで、端末側でＷｉ－Ｆｉを吹くということです。したがいま

して、当社のモバイルサービスの電波が届く限りにおいては、どこでもＷｉ－Ｆｉに対応した端

末デバイスを使っていただけるものです。同時に５台から１０台まで接続可能ですので、１台ど

なたかが持っていれば、その場にいらっしゃる数人の方が同時に使えるというようなものとなっ

ています。 

 下のほうにＰｏｃｋｅｔ ＷｉＦｉの進化ということを書かせていただいていますけれども、

２００９年１１月にこの商品を発売して、２年６カ月の間に通信技術の発達、発展、導入に伴っ



9 

 

て、どんどん高速化をしてきていまして、この３月にはＬＴＥ対応のＰｏｃｋｅｔ ＷｉＦｉも

発売させていただいている状況になっています。 

 次の９ページですが、なぜモバイルＷｉ－Ｆｉルーターをイー・アクセスが導入してきたかと

いうと、携帯電話事業者としては１端末１契約で使っていただけるのがやはり一番よろしいので

すが、そういう需要を掘り起こすことは簡単なことではありませんでした。それと並行して、Ｗ

ｉ－Ｆｉに対応した端末、デバイスが世の中にたくさん出てきて、いろんな会社様がＷｉ－Ｆｉ

の利用というのを大きく展開しているということもあり、Ｗｉ－Ｆｉに対しての需要というのは

ものすごく大きく、１つの契約でお客様には複数の端末サービスを使っていただくことが一番い

いのではないかという発想のもとに、このモバイルＷｉ－Ｆｉルーター、Ｐｏｃｋｅｔ ＷｉＦ

ｉというのを発売させていただきました。 

 これはデータ通信にフォーカスを当ててきたイー・アクセスならではの商品ではないかと思っ

ています。 

 １０ページは、今、一番最も新しいＬＴＥ対応のＰｏｃｋｅｔ ＷｉＦｉですが、その仕様を

簡単に書かせていただいています。この研究会においてもセキュリティ面の話はいろいろ出てい

ますけれども、できるだけ我々も新しいセキュリティや暗号化対策というのを行おうと思ってい

まして、ＷＰＡ２や、暗号化ではＴＫＩＰといったような、できるだけセキュリティが高いとさ

れているものを入れさせていただいているということになります。この商品はまだ５ギガ帯の対

応はしておらず、現在のところ２.４ギガ帯の対応ということになっています。 

 １１ページになります。イー・アクセスもわずかながらスマートフォンというものを出してい

るのですが、そのスマートフォンの中にもテザリング機能というのを入れていまして、これはＰ

ｏｃｋｅｔ ＷｉＦｉ機能と同じですけども、ウィジェットをワンタッチするだけで簡単にＷｉ

－Ｆｉ接続できるといったような仕様で、テザリングを使う場合にも追加料金なく提供させてい

ただいています。 

 これも我々の発想としては、今までのデータ通信端末に電話機能、スマホ機能をつけていると

いったような逆の発想で、こういう商品を出したということになります。 

 続きまして、１３ページ、当社のトラヒックについて簡単にご説明させていただきたいと思い

ます。 

 まず１３ページのこの絵は、総務省様の方でまとめられているモバイル事業者のトラヒックの

推移と、それから弊社だけのトラヒックの推移を１加入者当たりに直したものです。当社を除い

た全体のモバイルトラヒックの平均よりも、当社の１加入者当たりのトラヒックは実は５倍以上

ありまして、データ通信に特化してきている我々の特徴がこういうところに出てきているのでは
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ないかと思っております。 

 当社だけのデータになりますが、１４ページでユーザー当たりの月間トラヒック分布というグ

ラフを出しており、２０１０年９月、２０１１年３月、２０１１年９月と、半年ごとで、１カ月

当たりトラヒックをどれくらい使っているユーザーが多いかというのを表したグラフですが、右

斜め上にどんどん上がっていっているということになります。弊社もこの間、最大２１メガのサ

ービスや最大４２メガのサービスを始めていますので、単にユーザー数が多くなっているという

ことだけではなく、高速なサービスによって、より使い方もどんどん大きくなっているというこ

とがこれで見てとれるのではないかなと思います。 

 更に３月にはＬＴＥのサービスを始めましたが、そのサービスの動向がどうなるかというのは、

少し様子を見ないと分かりませんが、今の感覚では、更に右斜め上に上がっていくような傾向で

はないかと推測しています。 

 続きまして、１５ページです。ここは当社が今、扱っている公衆無線ＬＡＮサービスのご紹介

ですけれども、先ほども申し上げたように、昨年１０月からアグリゲーターさんとの協業によっ

て、オプションサービスとして公衆無線ＬＡＮサービスを提供させていただいています。 

 サービスの建て付けとしましては、イー・アクセスがユーザーに直接、サービス提供をさせて

いただいているという形ではなくて、クラスト社さんというアグリゲーターさんが直接、役務提

供、サービス提供していただいて、我々は料金回収代行といったような形で行わせていただいて

いるものです。 

 続きまして、１６ページですけれども、ここはその他のトラヒック対策というところで、やは

り我々もトラヒックの増加というのは激しく、周波数の逼迫がありますので、公衆無線ＬＡＮオ

プションだけではなく、その他のトラヒック逼迫対策を行わせていただいています。そのご紹介

です。 

 基地局を小セル化したり、大量通信を行う一部のユーザーに帯域制御をかけさせていただいた

り、そもそもＰ２Ｐといったようなサービスは使えないような制限メニューを導入させていただ

いたり、固定ブロードバンド会社、スマートフォンとのＦＭＣサービスといったような形で、で

きるだけトラヒックの分散ですとか、極めて異常に使われるユーザーのトラヒックを抑えるとい

ったような努力も並行して行ってきているといったような状況です。 

 １７ページ以降は問題意識と課題であり、１８ページです。ホットスポットと言われている公

衆無線ＬＡＮが出てきた当初は、公衆無線ＬＡＮはデータ通信中心のものであり、それから携帯

電話は音声中心のものであったということで、利用シーンや使う端末も、別のものでした。とこ

ろが、Ｗｉ－Ｆｉというものが非常によく使えるため、Ｗｉ－Ｆｉの需要が拡大してきた、それ
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から携帯電話でも高速化とか大容量化が進んできました。その結果、何が起こったかというと、

お客様の利用シーンや端末が結果的に同一化し、それによって公衆無線ＬＡＮでは、公衆無線Ｌ

ＡＮのアクセスポイントだけでなく、携帯電話で我々も提供させていただいているＷｉ－Ｆｉル

ーターも含めた混信という問題が起こりつつあるということと、逆に携帯電話ではトラヒックの

逼迫といったような課題が見えてきているのではないかと思っています。 

 当社の事例でも、人がたくさん集まるような場所においては、Ｐｏｃｋｅｔ ＷｉＦｉを使っ

てＷｉ－Ｆｉの機器につなげようと思うと十分に速度が出ないといったケースもちらほら出てき

ていますので、我々としてもお客様の利便性のためにＷｉ－Ｆｉをうまく活用したいのだけれど

も、かえってお客様の不満につながっているというような、悪循環も見えてきているのではない

かと思っています。 

 最後に、１９ページです。当社なりに今後の課題はどこにあるのだろうということを考えたの

ですが、これは無線ＬＡＮにフォーカスを当てて検討する会議ですけれども、実はそこだけでは

なくて、多角的に環境の整備を行う必要があるのではないかと思っていまして、左上の公衆無線

ＬＡＮに関して言うと、５ギガ帯へどうやって移行させていくか、アクセスポイントをどうやっ

て共有していくかというところがあります。携帯電話でいいますと、やはりお客様のほうは無線

ＬＡＮだろうが３Ｇだろうが、やはり速くて大容量のサービスを使いたいという傾向はこれから

も続くと思いますので、携帯電話側のリソースをやはり早く拡張するということも必要ですし、

それから、下のほうですけれども、アクセス回線の光ファイバー化というのもやはり進めていか

ないといけないと思っています。 

 これは公衆無線ＬＡＮのアクセスポイントのアクセス回線だけではなくて、これから携帯電話

もいろいろな基地局の打ち方が出てくると思いますので、そういうところのアクセス回線を光フ

ァイバー化することで、お客様にとってもサービス品質の向上があり、ファイバーの料金が安く

なれば、提供側のコスト改善にもつながりますので、やはりアクセス側も課題として見ていった

ほうがいいだろうと思っています。 

 以上が弊社のプレゼンテーションです。 

【森川座長】  ありがとうございました。 

 それでは、続きましてシスコシステムズ合同会社様からのプレゼンテーションをお願いいたし

ます。 

【シスコシステムズ合同会社（木下様）】  おはようございます。シスコの木下です。 

 それでは、時間も押しているようですので、早速、お手元に資料を配付させていただいており

ますが、大きく３つの観点で説明をさせていただきます。無線ＬＡＮの利用全般、それからサー
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ビスという観点から動向、そして最後に技術動向ということでお話しさせていただきます。 

 ページをめくっていただきまして、４ページ目ですが、今日の無線ＬＡＮに関わりますインタ

ーネットの利用形態ということで、従来は固定のパソコンが主体でしたが、携帯をはじめとした

モバイル端末によるインターネットの利用というのが非常に急速に社会の中に浸透しています。 

 このグラフは、全世界で見たときに、新しい情報通信技術がどのように社会の中に浸透してい

くかということですけれども、一番左側に縦で赤線を引いてありますが、非常に急速にモバイル

のインターネットの利用というのが発達しております。これは特に新興国、途上国をはじめとし

て、インフラが整っていないところで、まずライフラインとしての携帯を持ったところから、イ

ンターネットを使って、例えばお金の送金や、医療サービス、そういったところも下支えになっ

て、こういった急速な形で生活の中に取り込まれていると言えるかと思います。 

 ５ページ目ですが、モバイルのデータトラヒックというところで、無線ＬＡＮも含めたこのよ

うなモバイルのデータ通信に関して、シスコでは全世界のインターネット、グローバルインター

ネットのトラヒックの観測と予測というのを毎年やっておりまして、今年で６年目になりますけ

れども、それは固定網だけではなくて、モバイルのインターネット、それから最近はクラウドの

トラヒック等も計測していますが、その中で、今日はモバイルのデータトラヒックということで

お持ちしました。 

 モバイルのデータトラヒックに関しては、いろいろここで図を示させていただいておりますが、

急速に伸びておりまして、右上のほうの図にありますが、今後、２０１５年ぐらいに向けて私ど

もが予測していますのは、こういったモバイルのデータ通信の利用形態として、ビデオが非常に

主流になっていくことです。一例としては、家庭におけますＨＤのビデオやテレビといった高品

質・高画像の情報の取り扱いにおいて、家庭だけではなくて、例えば医療だとか教育といった分

野でのビデオの利用というものが、こういった無線機能を持った端末を介して行われるというこ

とが台頭していくだろうということを予測して、こういうグラフになってございます。 

 ８ページ目でございますが、Ｗｉ－Ｆｉのデータトラヒック、無線ＬＡＮのトラヒックに関し

て、同じく弊社で行っておりますビジュアル・ネットワーク・インデックスといわれますインタ

ーネットのトラヒックの今後の推移に対する予測でございます。右側のほうでございますが、２

０１５年頃にはＷｉ－Ｆｉから入ってくるアクセスのトラヒックが、固定のアクセス網のトラヒ

ックを多分、超えるだろうということで、我々としては今後末端の端末のインターネットに対す

る利用形態というのはＷｉ－Ｆｉが主流になっていくと予測してございます。 

 なぜそのような予測が出ているかということですが、１つの参考として、Ｗｉ－Ｆｉの機能、

無線ＬＡＮの機能を搭載した端末が従来のインターネットの端末であるパソコンだけではなくて、
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モバイル、家電、それから例えば工業系の領域、流通や物流といったところに広がってきている

というのが１つございます。 

 次のページですが、実際に無線ＬＡＮの機能をこういった最終製品の中に組み込んでいくに当

たって出荷されるチップの販売量はどのようになっているかというと、縦軸の一番下が１００万

でございまして、２０１１年単年で１０億個のＷｉ－Ｆｉのチップセットの出荷が見られたとい

うことで、非常に膨大な数のＷｉ－Ｆｉのチップというのが現在、市場の中に流通し始めている

ととらえております。 

 次のページですが、こういったチップを搭載した無線ＬＡＮの製品というものがどういう形で

最終的に市場に出ているかというところの参考になればと思ってお持ちしたのですが、従来のパ

ソコンだけではなく家電、モバイルといった端末が非常に随時、伸びてきているというところが

特徴かと思います。この傾向は今後も続くということで、特に一番右上にございます紫色のとこ

ろですが、Ｇｒｏｗｔｈ ａｒｅａｓと書いておりますが、マシンツーマシンやスマートメータ

ー、省エネに対する制御等にＷｉ－Ｆｉを使ったり、例えば医療現場の中では、医療機器の線の

引き回しが大変なものですから、Ｗｉ－Ｆｉの技術を使ったり、教育ということで、特に私がア

ジア等を見ていて、ＡＳＥＡＮの各国では、小学校等で子供に対してタブレットを配布して、そ

のお子様に対して教育を無線ＬＡＮの教室の中で提供することで発展させたりすることが見られ

ますので、そういったものの無線ＬＡＮの対応というのが進んでいくのではないかということで、

その他の領域がかなり今後、期待されると考えております。 

 次はＷｉ－Ｆｉアライアンスのメンバーということで、私どもも主要メンバーで参画させてい

ただいていますが、日本からもいろいろな方々が参画されておりまして、この無線ＬＡＮ市場を

今後も健全に成長させていくということで、こういったアライアンスというのが実は標準化とあ

わせて非常に大きな役割を果たしております。そのメンバーをご案内させていただいております。 

 １３ページ目、公衆無線ＬＡＮということで、無線ＬＡＮの公衆の領域における利用としては、

当初というか、現在も主要的な使われ方として、インターネットへのアクセス、ホットスポット

ということでございますが、単純にインターネットへのアクセスだけではなくて、今、注目され

ているのは、アクセスした後のアプリケーションだとかサービス、そういったところに少しずつ

公衆無線ＬＡＮの使われ方が移りつつあると言えると思います。 

 それは無線ＬＡＮならではの高帯域通信と、日本でもＬＴＥということで展開が始まっており

ますけど、特に屋内や、公衆の空港、駅といった場所では、Ｗｉ－Ｆｉと、いわゆるモバイル通

信をうまく使い分けるということで、顧客に対するサービス、アプリケーションを提供していこ

うという動きが非常に注目されるポイントかと思います。 



14 

 

 具体的な事例をお話しさせていただく前に、どのようにこの公衆無線ＬＡＮホットスポットが

推移しているかを、私どもはトラヒックの観点からオフロードをＢＮＩで計測しておりまして、

全世界のモバイルインターネットデータ通信の中で、例えば公衆の無線ＬＡＮの環境でＷｉ－Ｆ

ｉ側にオフロードされているトラヒックが大体２割強ぐらい２０１６年にかけて推移していくだ

ろうということで、これは随時、この緑の部分が増えていくということで予測されております。 

 次のページ、米国のオフロードの状況も参考になればということで、実はＡＴ＆Ｔさんが非常

に早くからオフロードに対して取り組まれておりまして、全世界のデータに比較して、実は米国

のオフロード率というのは高いというところでございます。 

 実はこのデータは、地域ごとにヨーロッパだとかアジアとかもございますけれども、特に一番、

地域的にはアメリカ、特にＡＴ＆Ｔが当初からこのオフロードに対して積極的に取り組んできた

ということがあって、このような割合になってございます。 

 １６ページ目、１７ページ目というのは共有型の無線ＬＡＮのサービス利用というのが今後、

展開されていくだろうということで、一般的な無線ＬＡＮのサービス、ホットスポット、インタ

ーネットへのアクセスというだけではなくて、業務用とうまく重ね合わせたりということが、こ

れが全世界的に今、見られます傾向でございます。 

１８ページ目、事例でございますが、ほぼ全米で、ＡＴ＆Ｔは、アップル社のｉ－Ｐｈｏｎｅの

先行的な取り扱いをやった際に、非常に大きなトラヒック量の対応ということで課題に直面され

まして、ＡＴ＆Ｔとしては、比較的、早い段階からこの公衆無線ＬＡＮに対するホットスポット

の設置というのを取り組んでいらっしゃいました。 

 単純にオフロードだけではなくて、ＡＴ＆Ｔさんとして、共有型のアクセスポイントを設置し

た後に、それを提携されるパートナーさんとのビジネスということで提携されている例として、

次のページ、マクドナルドさんです。こちらは、マクドナルド自体はやはりお客様が店舗にいら

っしゃったときにインターネットを使っていただいて、それで満足していただくということと、

それから運用に関しては、ＡＴ＆Ｔさんにマネージド・サービスということでお願いしているの

で、運用負荷はないということです。ただ顧客の滞在期間がやはり店舗の中で長くなったりする

ということで、お客様に対する満足度向上ということを狙っていらっしゃいます。 

 技術的には、下のほうに書いてありますように、公衆インターネットサービスとして２.４ギガ

を、マクドナルドの店舗の中で使う業務系のデータは比較的、電波の品質がよく、そして信頼性

も高い５ギガということで、使い分けをしていらっしゃいます。 

 ２０ページ目ですが、これも日本の中でこれから広がっていくと期待しておりますが、インタ

ーネットに対する接続、もしくはオフロードだけでなくて、サービスの提供者側からすると、お
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客様に対する満足度、もしくはアップということで、加入者当たりの収入源を増やしていく効果

的な利用というのが期待されております。 

 アメリカでは、野球場に加えて、アメリカンフットボールのスタジアムに、無線ＬＡＮの導入

がなされておりまして、球場というのは、ある試合をやっている時間に、たくさんの方が集まり

ますので、通常のモバイルですと電波がつながりにくいだとかいろいろあるのですが、そういう

ことを避けるためのオフロードと、それからファンがやはり来ていますから、例えばその試合の

間に自分の好きな選手の情報を見たり、少し前のプレーを見直したり、そういったことがこの球

場の中でできたりということがあります。 

 スタジアムの例として、米国だけですけど、７月に行われますロンドンのオリンピックに関し

ても、ロンドン市が同じようにロンドン市全体でオリンピック会場に無線ＬＡＮの設置というこ

とが整備されております。 

 それから、公衆の行政的なところでは、ニューヨーク市が同じようにニューヨーク市全体をホ

ットスポット化しましょうということで、観光等々を意識して、こういう形で人が楽しんでいた

だけるインターネットのサービスをうまく使いながら滞在していただけるようにということで、

整備されております。 

 ２２ページ目ですが、無線ＬＡＮの技術を使いまして、これはヨーロッパの空港でございます

が、人の動きを把握しようということで、実際にサービスしているわけでなく、無線ＬＡＮの端

末を有している人がどのように行動しているかということを利用するということで、店舗や空港

設計等に反映していくということをやっていらっしゃると伺っております。 

 ２３ページ目ですが、基本的に、公衆無線ＬＡＮというのは従来のインターネットにつながる

というサービスから、そのインターネットにアクセスできる環境の魅力を高めるということで、

これは家庭の中かもしれませんし、公衆の場かもしれないということで、サービスエリアを高め

ていこうというところに今、無線ＬＡＮというのは非常に大きく役割が期待されているかと思い

ます。 

 ２６ページ目ですが、無線ＬＡＮの電波の利用環境に関しましては、非常に２.４ギガ帯という

のは込み合っておりまして、かつ基本的にこの２.４ギガ帯の電波の利用の仕方というのは、だれ

でも電波を発していいということで、基本的に先行した電波利用者がいても、後から入ってきた

端末、また人がそこに空間に入ってくると、また新たな電波が出てしまうということで、非常に

干渉が定常的に起きているということでございます。 

 こういった中で、電波利用の高品質化を図るための技術開発というのが幾つかされておりまし

て、例えば２.４ギガの帯域の中では、マルチチャネルということで、チャネルを複数使うことや、
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チャネルの切り分け等をうまくその電波の利用環境に応じて装置側で行う技術というのが開発さ

れております。例えばビームフォーミングは、ＭＩＭＯという技術でＩＥＥＥ８０２.１１ｎの中

で一般的な利用がされる電波の高品質利用化を図る技術でございますが、それから私どもの製品

の中で実装していますスペクトル・アナライザー、周波数がどのように利用されているかという

ことを可視化する、そういったものも製品の中では実装されてございます。 

 それから、この後の話につながりますが、２.４ギガ帯から、利用できる５ギガ帯をうまく使っ

ていこうということで、込み合っているのであれば、そういった帯域の切りかえる仕組みという

ものを提案されたりしております。 

２９ページ目、公衆無線ＬＡＮサービスの利用について、モバイル通信のいいところは、いつ

でもどこでも端末を持ち歩けば電話またはインターネット、データ通信サービスが出来るという

ことですが、データ通信のオフロードということで、無線の通信の技術がモバイルの３Ｇ、４Ｇ、

ＬＴＥからＷｉ－Ｆｉに切りかわる際に、現在の課題というのは、利用者にとってサービスの継

続性ということで不具合を生じています。例えば電話の通信が切れたりだとか、インターネット

の接続が切れると、切りかわるまでの時間がかかったりだとかございますが、こういったところ

をシームレスに利用者に対して利用できる環境をお届けしようということで、ホットスポット２.

０、もしくはネクスト・ジェネレーション・ホットスポットという形で技術が検討されてきてお

りまして、実際にこれは２０１１年、昨年にほぼ商用サービスとして展開できるというところま

で至っております。 

 ヨーロッパで２０１０年の暮れにこの提案が始まりまして、この２０１１年からヨーロッパの

モバイル・オペレーターだけではなくて、世界中でこの方式を採用されたモバイル通信のキャリ

アさんと、公衆ホットスポットの間でローミングサービスというのがシームレスに行われるよう

な形で進展してきております。 

 ３０ページ目に無線技術ですが、次期無線ＬＡＮ技術ということで、ＩＥＥＥ８０２.１１ａｃ

ということで、これが非常に期待されている次期無線ＬＡＮ技術ということでございます。 

 ３１ページ目、ＩＥＥＥ８０２.１１ａｃ、次期Ｗｉ－Ｆｉという技術は、現時点で主流となっ

ています１１ｎを更に高速化・広帯域化した技術で、実際にはＩＥＥＥ８０２.１１ｎは６００メ

ガ/ＢＰＳですが、実効速度は１５０メガ/ＢＰＳですけれども、このＩＥＥＥ８０２.１１ａｃ、

次期Ｗｉ－Ｆｉにつきましては、ギガビット以上のスループットを提供していこうということで

す。これは特に今後の利用が期待されるビデオ通信等でＨＤビデオといったものに対応していく

ためには、広帯域を無線ＬＡＮに関して提供していかなければいけないということを意識して開

発されております。 
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 周波数の観点からは、５ギガヘルツ帯だけを念頭に置いて技術開発されているということで、

最初から５ギガヘルツだけを期待しております。 

 最後にまとめでございますが、３２ページ、Ｗｉ－Ｆｉに関しては、無線ＬＡＮの利用に関し

ては今後も従来のホットスポット、公衆側、それから企業内だけではなくて、ありとあらゆる産

業に広がっていくでしょう。無線ＬＡＮのデータトラヒックでアクセス、ラストワンマイルに関

しましては、最終的には２０１５年ごろには固定網からのアクセスを凌駕する、超えるのではな

いかと我々としては予測しております。 

 こうした中、次期無線ＬＡＮ、データトラヒック量の急増に対応していくために、周波数の無

線ＬＡＮにおける利用のあり方というのが諸外国で検討されておりまして、具体的には、次期無

線ＬＡＮ技術であります５ギガのＩＥＥ８０２．１１ａｃに対する連続した周波数、先ほど広帯

域の通信を可能とする技術ということでお話ししたのですが、チャネルを連続して利用できるよ

うに環境整備をしようという動きが活発化しております。 

 具体的には、米国では今年の１０月までに５ギガ帯の５,３５０から５,４７０ギガヘルツにお

けます次期無線ＬＡＮに対する周波数割り当てが可能であるかという検討結果を議会のほうに提

出するという期限を切って、現在、調査が行われております。 

 これは２０１３年の春ぐらいには、このＩＥＥＥ８０２.１１ａｃの標準化が正式に完了するだ

ろうという予測と、今年の末ごろには実際にこの次期無線ＬＡＮの技術を搭載した端末が市場に

出始めてくると、相互接続が年末ぐらいから始まると私ども含めて予定しておりまして、そうい

う実際に使える装置が市場に出回ってくるということを念頭に置いて、こういった日程で動かれ

ていると伺っております。 

 それから、この５,３５０から５,４７０ギガヘルツに関しては、米国だけではなくて、ヨーロ

ッパも同じ帯域をこの次期無線ＬＡＮに対して使っていこうということで現在、考えているとい

うことで、報告を受けております。 

 最後ですが、次期無線ＬＡＮに関しては、ＩＥＥＥ８０２.１１ａｃについては、端末の観点か

ら約１０億台が２０１５年頃に出るだろうということで、来年から実際に商品、それから製品が

出荷され始め、二、三年の間に非常に大きな規模に、この５ギガ帯を前提とした無線ＬＡＮのサ

ービス、それから端末利用環境というのが市場として急成長していくということが期待されてお

りますことを申し上げて、終わりにしたいと思います。 

 以上でございます。 

【森川座長】  ありがとうございました。３社の皆様方からプレゼンテーションいただきまし

た。ここで質疑応答ということなのですが、時間も押していますので、このまま２者のプレゼン
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テーションを進めてまいりたいと思いますが、よろしいですか。 

 それでは、ＦＲＥＥＳＰＯＴ協議会の渡邊様、根本様、よろしくお願いできますか。 

【ＦＲＥＥＳＰＯＴ協議会（根本様）】  では、ＦＲＥＥＳＰＯＴの発表をさせていただきます。

ＦＲＥＥＳＰＯＴ協議会で、主幹事で事務局を務めておりますバッファローの根本と申します。 

 早速、紹介させていただきます、２ページ目です。 

 まずＦＲＥＥＳＰＯＴとは何かというところですが、無線ＬＡＮでインターネットにアクセス

できる環境を無料で利用できるようなエリアとかサービスのことを指します。実際は無線サービ

スを提供するプロバイダー事業ではなくて、この概念自体をＦＲＥＥＳＰＯＴと呼んでおります。

ですので、ネットに接続するサービスを提供する方は、こういったネット接続を付加価値として

提供する、例えば店舗のオーナー様という形になります。 

 下記にＦＲＥＥＳＰＯＴの関係図を示させていただきました。真ん中の店舗オーナーさん、例

えばこちらをカフェと見た場合に、そのカフェの方がコーヒーを提供して、使っているお客様か

ら代金を受け取るとのが本業ですけれども、そのカフェにＦＲＥＥＳＰＯＴを開設することによ

りまして、利用するユーザーさんは、例えばコーヒーを飲みながら、手元のタブレットでインタ

ーネットができてうれしいとか便利とか感じて、その店舗のファンになることや、そういう環境

があるところを使おうというモチベーションにつながるのではないか、というところがポイント

になります。いわば町の喫茶店に昔、置いてありました雑誌や新聞と同じような位置づけで、例

えば朝刊を読むために喫茶店に入ってコーヒーを飲むというスタイルの、備えつけの朝刊が、ネ

ットサービスに変わったと、とらえていただければわかりやすのかなと思います。 

 実際に、ＦＲＥＥＳＰＯＴ協議会といたしましては、設置オーナー様に対してこういった導入

に関する支援の情報やノウハウの提供、またユーザー様には、ＦＲＥＥＳＰＯＴマップといいま

して、どこの場所に行けばそういうＦＲＥＥＳＰＯＴが無料で使えるかといったマップの提供を

行うことで、ＦＲＥＥＳＰＯＴに関するオーナー様とかユーザー様の支援を行うということが全

体像になってまいります。 

 続いて、ＦＲＥＥＳＰＯＴの広がりという形のページを用意いたしました。実際、ＦＲＥＥＳ

ＰＯＴ協議会のマップに登録されていますＦＲＥＥＳＰＯＴマップの数は、この４月２０日に９,

５００カ所を記録してございます。また昨年、左側の棒グラフですけども、スマホなどの持ち歩

くＷｉ－Ｆｉデバイスが非常に大きく増えたために、ＦＲＥＥＳＰＯＴの開設を希望される方、

実際、開設された方、また接続される端末の台数も、大きく伸びているというところが見てとれ

るかと思います。 

 設置オーナー様の業態別の分布図というのを円グラフでありますが、断トツに多いのがやはり
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宿泊の施設やホテル、旅館様ですね。続いてカフェや喫茶店、レストラン、公共施設という形で

続きますが、実際、こちらのグラフは、ＦＲＥＥＳＰＯＴの特性上、設置するオーナーの方が自

らの意思でフリーの無線ＬＡＮを設置したらお客様に来ていただける、もしくは使っているお客

様に喜んでいただけると考えられた店舗や施設の業態を、まとめるとこういったグラフになって

いるように思います。 

 続いて４ページです。そのＦＲＥＥＳＰＯＴ協議会について簡単にご紹介させていただきます。

これはあくまでもビジネスではなく、協議会という形で、先ほどお話ししましたＦＲＥＥＳＰＯ

Ｔの概念に伴うＦＲＥＥＳＰＯＴの拡大とか普及を目的にして、２００２年に発足した協議会で

ございます。現在、メンバーは、私どもバッファローを含みます１７社がメンバーになっていま

す。ポータルサイトでありますｆｒｅｅｓｐｏｔ.ｃｏｍの運営とサポートを中心にした活動を行

っております。実際、協議会のメンバーは随時募集しておりますので、もし興味のある方がいら

っしゃいましたら、お声をおかけいただければと思います。 

 提供しているコンテンツは、導入したいオーナー様向けのページと、利用したいユーザー様向

けの、こちら記載させていただいたような内容を掲載しております。 

 ＦＲＥＥＳＰＯＴ協議会としては、設置場所の増加を目的とした設置の営業活動というのは行

っていませんが、このＦＲＥＥＳＰＯＴを広めていただく拡大サポーター制度というボランティ

ア的な制度を有して、サポーターの方が「ここに置いたら便利ですよ」といった形でＦＲＥＥＳ

ＰＯＴを広げる方、店舗や施設に広めていただいているというような状況でございます。 

 例えばサポーターの例といたしましては、地域の町興しの旗振りを行うような商工会議所様の

担当の方が、担当者が自らサポーターになって、その地域のエリアでＦＲＥＥＳＰＯＴを展開す

るといった、そういうケースもございます。 

 ５ページです。協議会のトピックスを少しお話しさせていただきます。実際、無料で使えるＷ

ｉ－Ｆｉスポットは、海外からの観光客様のニーズが非常に高いという状況がございます。その

観点からも、観光庁と共同の取組といたしまして、３月まで行っておりましたビジット・ジャパ

ン・キャンペーンのサイト内で日本のＷｉ－ＦｉスポットとしてＦＲＥＥＳＰＯＴをご紹介いた

だいております。また協議会のでは、あわせましてＦＲＥＥＳＰＯＴマップの英語版のサイトを

公開して、海外への情報発信という形に努めております。自分の例でも、私が海外に旅行すると

考えた場合に、無線ＬＡＮを使って手元に持っているスマホで観光の検索とかができたら便利だ

なと思いますので、海外から日本を見た場合にも、やはりこういうニーズは高いのかなという感

覚はございます。 

 また昨年の震災の発生時には、被災地の支援といたしまして、機材の提供を発表したところ、
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被災地の方中心に数十件の申し込みをいただきまして、実際に避難所ですとか仮設住宅用のイン

ターネットのインフラ機材として実際に利用いただいているというようなこともございます。 

 ６ページです。ＦＲＥＥＳＰＯＴに接続するキット、これはこのキットじゃないといけないと

いうわけではないのですが、私どもバッファローといたしまして、ＦＲＥＥＳＰＯＴを安全に提

供できるようなキットを販売しております。 

 こちらは、オーナー様がインターネット接続を安全に提供することや運用する機能を特別に組

み込んだ無線ルーターと、左下にございますＦＲＥＥＳＰＯＴエリアの目印となるようなサイン

シールをセットにしたものでございます。 

 次のページに行きます。７ページです。このＦＲＥＥＳＰＯＴキットを使いまして、どうやっ

て利用するかというユーザー様からの視点で簡単にご紹介させていただきます。実際、どの無線

ＬＡＮのアクセスポイントにつなぐというアクセスポイントとの接続及び認証に関しましては、

資料の真ん中にある囲みのように２種類提供させていただいています。ＦＲＥＥＳＰＯＴという

いわゆる認証なし、暗号化なしのＳＳＩＤと、もう一個は、ＦＲＥＥＳＰＯＴ、パスワードはＡ

ＥＳと明示したＡＥＳの暗号化の認証のＳＳＩＤの両方を出す形になっています。こちらは設置

オーナー様の意思によって、有効とか無効、例えばＡＥＳだけで提供したい場合は、認証なしの

ほうは削除する、無効にするような運用ができるようになっています。 

 また、こちらのアクセスポイントは、オーナー様向けに、店舗内で利用するセキュアなＳＳＩ

Ｄというのも設定可能で、そちらは店舗内の業務インフラとして無線ＬＡＮをご利用いただける

ようになってございます。 

 ユーザー様のほうに戻りますと、ユーザー様がこうやってＦＲＥＥＳＰＯＴにつないだ後、イ

ンターネットに接続するための認証が行われます。私どもとしてはメールの認証方式を推奨しま

して、メールアドレスを入力いただいて、その入力したアドレスにパスワードが届きますので、

そのパスワードを使ってＦＲＥＥＳＰＯＴが利用可能になるというような形で、簡単な認証を行

う形にしてございます。 

 ８ページになります。ＦＲＥＥＳＰＯＴの設定、オーナー様向けの機能です。例えば有害サイ

トのフィルターや無線ＬＡＮサービスの利用時間の設定、例えばランチ時には止めることやスパ

ムメールを配信できなくする設定がオーナー様によって出来るようにしてございます。 

 また、資料には記載しておりませんが、ユーザー様が利用時に、見ようとするページがありま

すが、初回に表示させるホームページを指定できるような機能も搭載してございますので、自分

のお店ですとか、そのエリアの情報発信にご活用いただいているオーナー様も多数いらっしゃい

ます。 
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 ９ページ、実際にどういうところに導入いただいているのかという事例を幾つかご紹介させて

いただきます。こちらは単にエリアだよという話だけでなく、それぞれのオーナー様のビジネス

やサービスについてご紹介させていただきます。 

 １点目はＷＩＲＥＤ ＣＡＦＥ様でございます。こちらのポイントは、このカフェ様自体が人、

物、事がつながる出会う場所というカフェのコンセプトで展開してございまして、そのサービス

として、ＦＲＥＥＳＰＯＴが必要だという形でご提供されていらっしゃいます。 

 ２点目は、静岡県の県立の静岡がんセンター様です。こちらは導入のポイントとしては、がん

センター様が患者様との約束の１つとして、患者様とその家族を徹底支援するということをお約

束されていらっしゃいます。そのサービスの一環として、病院内のラウンジにおいてこのＦＲＥ

ＥＳＰＯＴを導入して、面会された家族と患者様と一緒にパソコンとかでインターネットを利用

できると、そういった支援サービスの一環として活発にご利用いただいているというような状況

ございます。 

 どちらもやはり空間とか施設を持つオーナー様のコンセプトを実現するツールとして、ＦＲＥ

ＥＳＰＯＴを設置されている事例かなと思います。 

 続きまして１０ページですね。宿泊施設様の事例になります。休暇村協会様は、全国の３６カ

所の休暇村のうち、現在、２４カ所のロビーでインターネットにつながるパソコンとともにＦＲ

ＥＥＳＰＯＴが利用できるようにしていただいてございます。 

 下記は、新潟県の弥彦村という村の観光協会様になります。こちらは、この観光協会様のサイ

トで、「弥彦村ＦＲＥＥＳＰＯＴ浪漫化計画」というロマンあふれる名前でページを立ち上げられ

まして、この弥彦村はビジネスモバイラーの楽園と宣言して、全村ＦＲＥＥＳＰＯＴで観光客を

呼び込もうという取組をされていらっしゃいます。 

 こちらのページで共通するのは、どちらも協会様が主導で、施設ですとかエリアの魅力アップ

の手段としてＦＲＥＥＳＰＯＴにご注目いただいて、整備を進められているというところが挙げ

られるのではないかなと思います。 

 続いて、商店街様の導入事例です。奈良県の天理市の天理本通り商店街様は、商店街様が一体

となって、アーケードでこういう垂れ幕を出したりして、ＦＲＥＥＳＰＯＴを大々的に告知して

ございます。実は地場のケーブルテレビ会社様であります近鉄ケーブルネットワーク様が主導し

て、この商店街を含む町全体のＩＴ化というところによる活性化策の一環として、ＦＲＥＥＳＰ

ＯＴを導入いただいているというような状況になります。 

 最後は、本日、後に発表がございます浦安市様ですけども、今後の経済復興策の一環として、

観光客様などの誘致を狙った取組をいろいろされていますが、その中の１つとしてＦＲＥＥＳＰ
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ＯＴを利用した無料無線ＬＡＮの整備を計画されているとお伺いしてございます。 

 では、次のページ、ＦＲＥＥＳＰＯＴとしては最後ですけれども、オーナー様がどうして他の

いろんな公衆無線ＬＡＮサービスじゃなくてＦＲＥＥＳＰＯＴで展開しようと決めたのかお伺い

した結果をまとめたのがこちらのページになります。 

 １点目は、やはり利用者様が何の縛りもなく、完全無料でサービスが提供できるというところ

ですね。このＦＲＥＥＳＰＯＴの場合は、使うユーザーがＷｉ－Ｆｉの接続端末を持っているこ

とだけが利用の条件となります。ですので、ＦＲＥＥＳＰＯＴにかかる回線の費用や、冒頭にお

話ししました喫茶店の新聞と同じくオーナー様の持ち出しとなりますけれども、その分、使われ

るユーザー様には等しく無償でネット接続サービスを提供できるのがいいよとおっしゃっていた

だいております。またそういう観点からも、外国人観光客の受け入れ整備の一端を担えるという

ようにも言えるのかなと考えてございます。 

 ２つ目は、あくまでもその導入するオーナー様自体が主体となってサービスを提供できるとい

うことが挙げられます。あくまで自分の店舗とかエリアの付加価値ですとか、来訪されるお客様

の体験の向上を目的として設置いただけるというのがポイントとお伺いしております。いわばそ

のエリアの方が自ら主導権を持って取り組めることがいいと言っていただいているというのがポ

イントでございます。ある意味、低コストでできることや、魅力的な地域活性化策として期待さ

れているのかなというところがございます。 

 ３つ目は、やはりＦＲＥＥＳＰＯＴというサービスブランドとシステムが使えるのが挙げられ

るのかなと思います。実際、ＦＲＥＥＳＰＯＴとしては、無線ＬＡＮの黎明期から取り組んでご

ざいますので、知名度としては結構高いと思っております。 

 また、ＦＲＥＥＳＰＯＴの提唱とか協議会の発足から今年で１０年となりますので、実績もそ

れなりにございますので、そういったところを使って、お客様に安心していただけることがポイ

ントだと思います。 

 またシステム面で、導入キットを使って設置するだけで、ユーザー間の通信を防ぐことや、簡

単なメール認証を提供できるとことができますので、ＦＲＥＥＳＰＯＴのサービスのブランドを

使いながら低コストで導入いただけるという価値を実現できていると思います。 

 最後となりますが、私どもとしては無線ＬＡＮの接続は全部無償でないといけないと考えてい

るわけではございません。もちろん各社様、有償の公衆無線ＬＡＮサービスも、エリアの展開や

サービスの品質、セキュリティ、ユーザーメリットも多分にあると考えております。そんな中で

はございますけれども、喫茶店の新聞的な存在としてのＦＲＥＥＳＰＯＴが、オーナー様やユー

ザー様それぞれに喜んでいただくニーズにこたえていますといったご紹介として、今回、発表さ
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せていただいております。皆様、ぜひＦＲＥＥＳＰＯＴの活動にご理解なりご協力をいただけれ

ばと思っております。よろしくお願いいたします。 

 ＦＲＥＥＳＰＯＴの発表としては以上ですが、５ギガの無線ＬＡＮの現状を紹介していただけ

ないかとご要望をいただいておりますので、こちらは無線ＬＡＮを製造販売するバッファローと

いたしまして、現在と今後の予測というのを、私どもなりの見解と予測についてご紹介させてい

ただきます。 

 まず１４ページです。無線ＬＡＮの親機、ルーターの市場から見た５ギガモデルの現状です。

左側のグラフは接続規格別の比率になります。青い色が２.４ギガ、上側の製品、赤い色に塗って

いるのが２.４と５ギガの両方に対応した製品となります。５ギガだけのルーターというのは、昔

は２.４ギガの切りかえの方式がありましたけども、現在はほとんど販売されてございません。 

 左側の赤枠で囲んだ部分、２０１１年に急増して２０％程度に上がっているのが確認いただけ

ると思います。 

 右側の赤くぐっと伸びているグラフは、その５ギガに対応した製品の出荷台数の、これは相対

値のグラフで掲載してございます。台数ベースでも、２０１１年に大きく上昇しているのが見て

とれると思います。２０１２年も１・３月の実績としては昨年並みの比率ですけども、出荷台数

ベースとしては、本年は更に増加すると見込んでございます。 

 １５ページです。なぜこの５ギガ帯の無線ＬＡＮが２０１１年に増えたのかと、今後どうなる

のかという話ですけども、やはり２０１０年までは端末がほとんどないだとか、いわゆるデュア

ルバンド、５ギガと２.４ギガに両方対応したアクセスポイントとかの製品が高い、もしくは遮蔽

物に弱いとかという５ギガのマイナスイメージがあったのですけれども、２０１１年になりまし

て、例えば私どもの製品でいいますと、デュアルバンドに対応したルーターがどんどん低価格化

して、今では１万円を切るような価格で販売できるようになってございます。ここでお客様が入

りやすくなったというところが１つの点として挙げられます。 

 もう一つは、先ほどシスコ様の発表にもございましたけれども、テレビとかレコーダーといっ

た映像を扱うような機器の無線ＬＡＮ対応が本格化してきてございます。例として、パナソニッ

ク様のテレビカタログからの引用をさせていただいていますけども、パナソニック様のほうでは、

いろんな私どものバッファローのルーターの中でも、５ギガと２.４ギガの両方に対応したモデル

を、型番を絞って推奨していただいています。 

 これは、５ギガの無線が、こういった映像コンテンツを安定して通信するためには、空いてい

て電波干渉を受けにくい帯域の製品であると、そういう帯域を使いたいというような思いもござ

いまして、５ギガの無線ＬＡＮを推奨いただいていますし、そういう流れも含めて受けて、５ギ
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ガが伸びてきたというところがございます。 

 また今後もタブレットやスマートフォンでも５ギガの端末の普及が加速し、動画のニーズが高

まり、２.４ギガの帯域の混雑問題が進行していく変化があって、更に５ギガが進んでいくことに

なります。 

 続いて１６ページです。そんな中でも、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃという規格が次世代にめぐ

ってまいります。こちらは先ほどもご紹介ありましたけれども、当面は実効速度１ギガクラスの

実現を目指して策定となります。本年２月にドラフト２.０がまとまりまして、現在は、先ほどご

紹介ありましたように、来年末頃に正式な制度化が予定されております。これは５ギガだけに適

用されるという規格になります。実際、国内でも総務省様においても、ドラフト２.０の完了を受

けまして、先般の４月１８日の移動通信システム委員会で、このＩＥＥ８０２．１１ａｃ規格の

国内利用に関する要件整備という検討の開始と作業班の発足が発表されておりますので、国内で

もこういった利用の検討が進んでございます。 

 また、弊社のほうでも積極的にこの規格に対応した無線ＬＡＮルーターの開発に取り組んでご

ざいます。２.４ギガは現在のまま、５ギガだけ高速化するよという状況がございますので、今後

は２.４ギガの無線ＬＡＮというのは、過去の機器の接続を保つためのレガシーな位置づけとなり、

無線ＬＡＮの主流としては、親機とか端末ともＩＥＥ８０２．１１ａｃへの移行が予測されてい

ますよというのが挙げられます。 

 この今、計画されている規格標準化が来年３月に完了した場合は、やはり来年、非常にぐっと

増えて、もう１４年には今のＩＥＥＥ８０２．１１ｎの規格の製品を逆転すると弊社では予測し

てございます。 

 以上、弊社なりの見解ではございますが、５ギガの無線ＬＡＮの現状と予測について少しお話

しさせていただきました。ご紹介の機会をいただきまして、本日はありがとうございました。 

【森川座長】  ありがとうございました。 

 それでは、最後になります浦安市の情報政策課の大塚様、商工観光課の大塚様からご説明をお

願いいたします。 

【浦安市（大塚様）】  ただいまご紹介いただきました浦安市役所商工観光課の大塚でございま

す。商工会議所が中心となって行っております無線ＬＡＮの環境整備、そして観光Ｗｅｂアプリ

ケーションということで、取組の説明をさせていただきます。 

 まずは、この取組が進んでいるかという現状なのですが、非常に苦戦しておりまして、課題が

山積しております。この課題については、先ほど企業の皆様方からいろいろお話を聞きましたが、

ぜひ相互協力体制を確立しながら進めて、課題をクリアしたいなと思ってございます。 
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 まず、資料の３－５、こちらを説明する前に、浦安市について説明をさせていただきます。浦

安市は、約１６万平方キロメートルで、非常にコンパクトな町でございます。人口も約１７万弱、

平均年齢が３０歳台で、全国的に見ても若い町というところです。昭和３９年に、海面埋め立て

によりましてもともとは１キロ四方の町だったのですが、４倍になっておりエリア拡大してござ

います。昨年３.１１、東日本関連の地震の際には、その４分の３、拡大したエリアが液状化に遭

ってしまいまして、その規模は世界最大と言われてございます。震災直後はインフラ関係が一時

的に機能しなかったエリアも多くございます。 

 このときには、紙面での情報発信が困難な状況でして、市の公式ホームページを中心にインタ

ーネットを駆使しながら情報発信をしていたところです。浦安市の成長を支えた、現在はシルバ

ー層が中心に構成されている一部のエリアについては、やはりインターネット環境というのがま

だまだ整備しきれていない状況がありましたので、情報が届かなくてより一層、震災直後の影響

が大きかった現状も確認しております。 

 そういう意味でも、市の課題としては、観光という切り口だけではなくて、防災的観点からも

通信機能をいかに確保するかというのが行政としての急務な課題でございます。 

 では、１枚めくっていただきまして、インバウンド事業の必要性ということですが、観光につ

きましては今現在、日本の観光客は、右肩上がりに向上している状況です。ただインバウンドに

つきましては依然、低迷しているおり、アウトバウンドと言われる日本から海外へのお客様とい

うのは約２,０００万人いると言われている一方で、インバウンドというのはその半数にも満たな

いというのが現状です。これからの日本は観光客を増加することによって活性、経済成長してい

くという説もございますとおり、観光に力を入れているということを、ここで示させていただき

ました。訪日外国人３,０００万人へのロードマップというところで、その受け皿となる浦安市で

も積極的な取組を進めているという状況です。 

次をめくっていただきまして、平成２２年度から、観光庁と足並みをそろえまして、訪日外国

人旅行者の受け入れ環境整備事業を行っています。観光庁でも、観光ＩＣＴ化促進プログラムと

いうのを策定しておりまして、無料の公衆無線ＬＡＮの整備を推進しているところでございます。

本市としても、この観光ＩＣＴ化というのを重要課題と位置づけておりますので、こちらについ

て観光庁と連携した取組を実施しております。 

 その内容の１つ目が、Ｗｉ－Ｆｉの設置ということで、こちらの環境を整えていこうというと

ころです。そしてこちらに付加価値をつけるためのアプリケーションというのも、多言語展開で

開発していこうということで、この２つの取組を進めているところでございます。 

 もう一枚めくっていただきまして、昨年度までの進捗状況です。左側の中段になります。無線
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ＬＡＮの環境整備の目標ということで、平成２３年度から３カ年で、Ｗｉ－ＦｉＦＲＥＥＳＰＯ

Ｔを約２,０００ポイント、約５００店舗程度を目標に普及していこうというものでございます。 

 こちらの目標の根拠というのは、浦安市内の飲食店も含めた事業者が約４,０００程度あると言

われております。このことを考慮し、この数字を目標として定めております。 

 その中でも、モデルエリアとしまして、こちらは東西線の浦安駅を中心とした半径５００メー

トル区域を設定しました。実際に社寺や、町をめぐる際の基点となるような観光施設、飲食店が

全部で１,０００店舗程度あると考えております。こちらをまず戦略的に設置していくとともに、

公民館などの公共施設にも設置していこうと目標を定めております。 

 では、どういう形のＦＲＥＥＳＰＯＴかといいますと、先ほどバッファローさんからお話があ

ったとおり、協議会さんの方で推奨しているこのＦＲＥＥＳＰＯＴというのを浦安市内でも進め

てございます。理由としましては、まず協議会というところから、各企業、先ほど１７社で構成

ということですが、創意工夫されているということがまず１点目。 

 そして２点目といたしましては、成田、羽田などの空港から鉄道などでもＦＲＥＥＳＰＯＴが

導入されてございます。市がこういう形でＷｉ－ＦｉのＦＲＥＥＳＰＯＴとして受け皿となれば、

インバウンドで日本にいらっしゃる来訪者の方の利便性が高まる、向上するということで、積極

的にこちらの協議会の持っているＦＲＥＥＳＰＯＴというのを進めてございます。 

 そして、やはり一番大きな理由としては、マルチキャリアであるということが最大の理由と考

えてございます。 

 そして、そのＷｉ－Ｆｉの付加価値をつけるという意味でのアプリケーションの開発ですが、

現在においては、Ａｎｄｒｏｉｄ版しか製作していませんが、今後中国でも主流となっています

ｉ－Ｐｈｏｎｅ版を開発する予定でございます。 

 次に、設置等の進捗状況ということで、先ほどお話ししました戦略的な拠点、１つ目としまし

ては、５００メートルエリア内の飲食店ですが、会議所の皆さんが中心となり、営業活動、設置

のお願いをしているところでございますが、なかなか設置まで至らないというのが現状です。そ

の理由としましては、やはり民間のＦＲＥＥＳＰＯＴ設置については工事費が無料に対して、我々

が進めている事業については有料であることというのが理由の１つとして挙げられます。 

 ただそうは言っても、Ｗｉ－Ｆｉの重要性というのは行政としてもしっかり課題として認識し

てございますので、これらを何らかの形で負担できるよう、サービスができるように、制度その

ものを検討する必要があるのか、もしくは他の企業さんの協力の中で、このＦＲＥＥＳＰＯＴエ

リアを拡大する展開というのを進めていかなくてはならないのかなという思いはございます。 

 そして戦略拠点の３として、行政が運営しています地域コミュニティーを推進するための施設
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になります。各地域、４キロ四方の浦安市の中に多く点在してございます。既にこちらに行けば

ＦＲＥＥＳＰＯＴのサービスが受けられるというのが現状でございます。市内の大学についても、

今、営業活動を行っていますので、こちらについては設置できる見込みと考えてございます。 

 そして、観光という意味では非常に大事な施設になります戦略拠点４のホテル等でございます

が、現状ではＷｉ－Ｆｉ環境が思いのほか整っていないという状況です。やはりこれは東京ディ

ズニーリゾートへの来訪者の目的というのは、園内で遊ぶことですが、そういう意味では、Ｗｉ

－Ｆｉを使う環境はあまり必要ない、需要が少ないというところがあって、これまで、ホテルさ

んでもそれほど大事な課題として認識していなかったというのが現状かと思われます。 

 ただ、今、コンベンション等開催を目的として来るお客様、インバウンドも含めたそういうお

客様が低迷している状況がございます。これらの現状からＭＩＣＥに力を入れようという観光庁

の基本計画でもあるとおり、インセンティブ関係、コンベンション関係を積極的に進めるには、

やはりこのＷｉ－Ｆｉの機能が充実していなければならないというところから、我々の取組にも

耳を傾けていただきながら、今後、導入を検討するというところでお話は進めさせていただいて

いるところでございます。以上が設置状況の進捗状況でございます。 

 そして、最後に観光アプリの内容を紹介させていただきます。現在、Ａｎｄｒｏｉｄ版という

ことで、多言語展開、日本語、英語、韓国、中国語ということで進めさせていただいています。

資料をお目通しいただくこととして、説明のほうは割愛させていただきます。 

最後のページになります。こちらが設置済みのＷｉ－Ｆｉスポットということで、Ｗｉ－Ｆｉ

ＦＲＥＥＳＰＯＴが地域全体で広がっていれば、このスポットについて、アプリケーションの中

で紹介できますので、現在地がまずあって、次にどういう場所に行きたい、どこに行けばこのス

ポットがあるというのを誘導できるようなシステムというのを、この中で展開できるところです

しかしながら、なかなか普及が進まないということで、まだあまり魅力が高まっていない状況で

ございます。 

 以上、簡単ではございますが、浦安市の取組の発表ということで、終わらせていただきます。

ありがとうございます。 

【森川座長】  ありがとうございました。プレゼンテーションいただきました皆様方、ありが

とうございました。 

 それでは、残りの時間、かなり厳しい状況にはなってまいりましたが、ディスカッションの時

間としたいと思います。 

 それでは、皆様、いかがでしょうか。はい、どうぞ。 

【森構成員】  ＦＲＥＥＳＰＯＴ協議会さんに教えていただきたいのですが、スライドの１２
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枚目、ＦＲＥＥＳＰＯＴの存在意義というところで、３番目のＦＲＥＥＳＰＯＴというサービス

ブランドとシステムが利用できるというところです。オーナー独自設置のフリーアクセスＡＰで

は、サイバー犯罪等の発生時に対処するのは難しいですが、ＦＲＥＥＳＰＯＴなら必要時に警察

の要請にも対応しますということですが、どういう警察の要請があった時に、どういうログを提

供されているのかということを簡単にご説明いただければと思います。 

【ＦＲＥＥＳＰＯＴ協議会（根本様）】  実際に、このＦＲＥＥＳＰＯＴを利用して、何かがあ

ったために警察から要請があって、提供したということではないのですが、ＦＲＥＥＳＰＯＴ自

体、メールアドレスで認証するという形で、利用ユーザー端末のＭＡＣアドレスとメールをひも

づけております。 

 ですから、もし何かあった場合に、要請があればＦＲＥＥＳＰＯＴ協議会で持っている認証の

ログから、その該当部分を切り出して提供できます。 

 オーナー様が独自に、普通に店舗で売っている無線アクセスポイントを購入して設置すると、

そういったことは何もできない状態になるわけですので、そういう観点からも、こういう対応が

できるよというところは、１つＦＲＥＥＳＰＯＴのシステムの魅力の１つかなと考えてございま

す。 

【森構成員】  ありがとうございました。まだされていないということですが、通信の秘密の

関係でご注意いただくべきところがあるかなと思いますので、その辺はまたこちらからも情報発

信があると思いますから、ご注意をいただければと思います。 

【前田構成員】  イー・アクセスさんにお伺いしたいのですけれども、非常に無線ＬＡＮ側も

３Ｇがもう混雑しているということで、トラヒックの制御をされているということですが、ユー

ザー側からすると、それはある種のサービス低下になっているのかなという気がします。 

 それで、そういうＱｏＳみたいな、サービスレベルによって契約メニューを変えるといった展

開というのは、ビジネスとして検討できるものなのでしょうか。 

【イー・アクセス株式会社（大橋様）】  なかなか難しいご質問ですが、制御の問題はどこで線

引きして、どういう形でやるかという話なのですが、我々としては、具体的にこうしたい、ああ

したいというのは、今は申し上げることはできません。一般的に使われている方について、なる

べくご迷惑をおかけしないような形でやりたいと思っていまして、たくさんトラヒックを使われ

ている方はたくさんいらっしゃるわけではありませんので、なるべく多くのマスユーザーの方に

ついてはかけたくないと思っています。それから、そこまで踏み込みますと、やはりユーザーが

選ぶ基準にもなってしまいますので、そういう競争の観点に影響しない、それからマスユーザー

の方にあまり影響しないようなポリシーでやっていきたいとは思っています。 
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【前田構成員】  無線ですから非常にそういうサービスレベルの区分けをするというのが難し

いかなと思いますが、やり方としては、例えばたくさん払っていれば、そういうレベルを維持し

ていただいて、そうでなかったらチャネルを分割するとか、いろんなやり方はあると思いますが、

そんなやり方も１つかなと思います。 

 もう一つよろしいですか。シスコさんでご紹介していただいたＩＥＥＥ８０２．１１ａｃです

けれども、連続してチャネルを使っていけるというようなことだったと思うのですが、これはあ

くまでもＬ２のレベルでのローミングを連続的にして、結果的に通信を切れなくするというよう

な理解でいいですか。 

【シスコシステムズ合同会社（木下様）】  まず、次期無線ＬＡＮの技術、ＩＥＥＥ８０２.１

１ａｃとローミングは全く別ということを申し上げます。もしローミングについてのご質問であ

る場合は、認証技術ということで、携帯の中に入っていますＳＩＭカードの情報をうまく無線Ｌ

ＡＮの認証に関連づけまして、ユーザーの認証を、電波の利用が通常のモバイルから無線ＬＡＮ

に切りかわったとしとしても、利用上はサービスに対して影響を起こさないというような技術が

開発されて、それを採用した携帯メーカーさん、キャリアさんで今、利用が始まっているという

ところでございます。 

【前田構成員】  それはやはりプロバイダーを超えてではなく、一つのサービスプロバイダー

の中での切りかえで、メディアを切りかえていって連続して使うというようなことができるとい

う理解ですよね。 

【シスコシステムズ合同会社（木下様）】  いえ、プロバイダーを超えてです。 

【前田構成員】  超えてですか。 

【シスコシステムズ合同会社（木下様）】  ええ。それで、実際にヨーロッパで始まっているの

は、プロバイダーも地域を越えて、例えばヨーロッパからの観光客がアジアに来たときに、アジ

アの無線ＬＡＮ、ホットスポットを使ったときに、空港等で電話していて、無線ＬＡＮに切りか

わることができるようになってございます。 

【前田構成員】  ありがとうございました。 

【田中構成員】  では私から、大きく２点についてお尋ねしたいと思います。１点目はグロー

バル展開、２点目は地域社会における無線ＬＡＮ整備に関するビジネスモデルです。 

 まず１点目のグローバル展開についてお尋ねしたいことがあります。１つは、ＦＲＥＥＳＰＯ

Ｔ協議会さんにお尋ねしたいところがありまして、訪日客の方に対する提供というのがありまし

た。これに関連して、国内に住む日本人が使う場合、何か留意点があるかどうか、訪日客の方が

使う場合、何か特別に違いがあるかどうかについてです。また、訪日客の方が使えるようにする
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ために、何か海外に展開するようなことをされているかどうかです。訪日客の方に対する何らか

の対応があれば教えていただきたいと思ったのが１点です。 

 あと、グローバル展開に関しては、今は外から来る方のお話ですけども、日本から出ていくと

いうこともあると思いました。それに関しては、例えば東日本さんやイー・アクセスさんにお尋

ねしたいのですが、もし何かグローバルに展開するとすれば、どんなことが考えられるか、なけ

れば結構ですが、御社自身が取り組んでいらっしゃらなくても結構ですが、何かあれば教えてい

ただければと思いました。 

 もう一つが、地域社会に無線ＬＡＮを導入することについてです。先ほど浦安市さんから、な

かなか難しいというお話がありました。ビジネスモデルをどうつくるのかというところがやはり

大事だと思いました。それに関して、シスコシステムズさんでニューヨーク市の例を紹介してい

ただいているので、国内に限らず、グローバルで見て、このようなビジネスモデルがあるのでは

ないかというものがあれば、教えていただければなと思います。たまたまこれはニューヨーク市

を紹介しているだけで、そこまではご存じないということであれば結構です。 

 それから、ＦＲＥＥＳＰＯＴ協議会さんと浦安市さんにお尋ねしたいのですが、これはどうい

うビジネスモデルをお考えなのかなと。もしかすると、無線ＬＡＮを導入することによって、地

域社会の価値が上がるので、経済学的にいうと、地代、レントが上がるので、そのレントを何ら

かの形で回収するという、設置者の方が何かにお金を転化して回収するモデルということをお考

えなのかなと思ったのですが、現状では難しいというのが浦安市さんのところだと思いますので、

その難しいとお感じのところはどういうところにあるのか、もし何かわかればと思います。 

 すみません、幾つか伺ってしまったのですが、以上です。 

【ＦＲＥＥＳＰＯＴ協議会（根本様）】  では、最初の訪日客様についての取組ですが、私ども

でつかんでいる限りは、訪日客の方だからどうのこうのというのはないと思います。インターネ

ットの利用がメインで、観光情報を見ることや、例えばアメリカから来た人が、アメリカから日

本を訪問した人のブログを見るといった、日本人が普通にやることを海外の方がされるためのイ

ンフラとして、無線ＬＡＮの提供が便利だよねというところがあると思います。 

 やはり喜ばれるのは、例えばその方がスマートフォンとかを持ち込まれても、海外ローミング

となってしまうと、非常に高額なコストがかかってしまうので、無償で無線ＬＡＮを使いたいと

いうニーズがございます。観光施設の方は、ＦＲＥＥＳＰＯＴというのを別にしても、無料の無

線ＬＡＮを設置しないと、海外の観光客に避けられてしまうような事例も起こってきているそう

です。 

 そういったところから、やはり契約なしに簡単につながる無線ＬＡＮがあるということ自体が、
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このエリアの魅力につながっていると弊社では考えております。そのために、英語版の接続情報

のマップの提供という形の取組を、協議会としては行っているというような現状になります。 

 もう一つ、ビジネスモデルのお話をいただいておりますけども、ＦＲＥＥＳＰＯＴというもの

に関して、実はあんまりビジネスモデル的に、例えばバッファローが儲かっているかというと、

そういうことではなくて、もともと２００２年に始めたときには、無線ＬＡＮというのがまだ全

然、世の中に知られていなかったので、こんなに便利だよというのを広く知っていただくための

活動という形で取組始めたのがＦＲＥＥＳＰＯＴの始まりでございます。 

 バッファローに対する認知度アップや、ブランドイメージ向上みたいなところもありますが、

やはりこうやって喜んでいただいているサービスということで、継続してＦＲＥＥＳＰＯＴ協議

会の事務局を運営しているというところになってございます。 

【東日本電信電話株式会社（井上様）】 海外展開のご質問ですが、まず当社が展開している光ス

テーションや、自由が丘のような屋外Ｗｉ－Ｆｉの取組事例でも、結構、観光客ターゲットとい

うのは、地方の自治体でも構想は出ています。 

 基本的にはエリアポータルとセットなので、エリアポータルで多言語対応していくというのが

当面の解かなと思っています。それが訪日外国人向けのエリアポータルサービスの展開かなと。 

 海外は、基本的に無線ＬＡＮなので、私どもの発想は、フレッツのお客さんへの付加価値向上

ということですので、例えばスマホとかタブレットを持っているお客さんが海外に行ったときに、

Ｗｉ－Ｆｉアクセスで使用する際、フレッツ・スポットのオプションとして、海外でも使うとい

ったようなメニューを出すかどうかといった論点しか見当たらない。 

 基本的に公衆無線ＬＡＮというビジネスモデルは、非常に難しいです。特にオプションとして

提供しているビジネスモデルというのは過去にもブレークしませんでしたし、今後もどうかなと

いうところはあります。 

 例えばＦＲＥＥＳＰＯＴ協議会さんのような展開もございますし、モバイルキャリアさんがオ

フロードとして展開されている事例もあれば、例えば無線ＬＡＮというネットワークを設備投資

の一環として見てやられている場合に、インターネットアクセスという接続のサービスのところ

はビジネスモデルとして成り立つのかと、これはなかなか難しくございます。そういう意味では、

それこそエリアをカバレッジして、その中でソリューションを提供するときの提供のしやすさと

して、きちんとマネージした無線ルーターネットワークをつくる。そこでサービスやソリューシ

ョンを提供するといったような展開を考えると、やはり自社スポットを展開していく必要がある

のかなと考えておりまして、今のところそういう光ステーションのような展開をしているところ

です。 
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 ただ、ＦＲＥＥＳＰＯＴがそれこそフリーでいいと、フレッツ・スポットは契約していないと

使えないみたいな話は、やはり悩みとしてはございます。接続サービスというのをどう考えてい

くのかというのは、結構、私どもとしてもなかなか難しいです。かといって、フレッツ契約した

らデフォルトで提供するというところまでにはまだ行けていません。 

 以上です。 

【森川座長】  ありがとうございます。 

 それでは、イー・アクセスさん。 

【イー・アクセス株式会社（大橋様）】  国際展開のところですが、無線ＬＡＮに特化した部分

については、持ち合わせておりません。携帯電話事業者でいう国際ローミング、まだ弊社におい

ては、海外の方が海外の端末を持ってイー・アクセスのネットワークをつかめるというインロー

ミングのサービスはまだできていませんので、そういう展開を今後、積極的にやっていきたいと

思っています。 

 個人的な感想も入りますが、ビジネスモデルに関していうと、やはり無線ＬＡＮのスケールメ

リットが働いて、いわゆるマスユーザーの方にたくさん使っていただける環境というのは、例え

ば固定回線との組み合わせですとか、携帯電話との組み合わせとか、やはりそちらのほうが可能

性は大きいような気がします。 

 ただ、一方で先ほどのＦＲＥＥＳＰＯＴ協議会さんのような取組というのは極めて重要で、ユ

ーザーの利用シーンによっては、そんなにお金を使いたくないという方も当然いらっしゃいます

ので、そういう選択肢が広がるというのは非常にいいことだと思います。ビジネスモデルとして

どういうものが成り立つかどうかというのは、使われる方の嗜好だとかも踏まえて分析していか

ないといけないと思います。 

【森川座長】  ありがとうございます。シスコシステムズさん。 

【シスコシステムズ合同会社（木下様）】  ビジネスモデル、ニューヨークの件については大変

恐縮ですけど、まとめて事務局経由で回答させていただきたいということでお願いしたいと思い

ます。 

 ただ、ニューヨークだけではなくて、例えばシンガポールやロンドンでもオリンピックの開催

に合わせて今回、整備されております。日本でも福岡市といった、私どもがご一緒させていただ

いています地域においては、観光、もしくは防犯という観点で無線のアクセスポイントを整備し、

いろいろな目的で使っていただくと理解しております。これらについては、ニューヨーク以外も

含めて、事務局に提出させていただきたいと思います。 

【森川座長】  ありがとうございます。浦安市さん。 



33 

 

【浦安市（大塚様）】  ビジネスモデルという部分でございますが、浦安市には、ご存じのとお

り東京ディズニーリゾートを含めますと、約４,０００万人を超えるお客様、来訪者の方がいらっ

しゃるという現状が１つあります。また、東京都ではスカイツリーの展開も多くの集客を見込ん

でいるというところございますが、あくまで広域展開というところも視野に入れながら、その数％

でも街を回遊していただきたい、そのためにこのアプリケーションを使って、その通信機能につ

いては、Ｗｉ－Ｆｉ、このＦＲＥＥＳＰＯＴを使うということで、事業展開を図れればなと思っ

ております。 

 その結果、飲食店等への回遊率が高まりますので、浦安の滞在時間が長くなるといった付加価

値もついてくる部分もございますので、産業そのものが活性化する、地域が活性化するといった

いろいろな課題がクリアになるものと考えてございます。 

 ただ、やはり行政として、果たしてこのＦＲＥＥＳＰＯＴの設置を積極的に進めるべきなのか

という部分はございます。そういう意味では、飲食店、事業者がサービスの一環として、このス

ポット設置を進めていくということが重要となります。設置については、会議所のほうで今、取

り組んでいるわけですが、体力のある企業ばかりではございませんので、そういう課題がなかな

か普及しないということでして、そこに行政がどう手を加えていくかというところが今後の課題

としてあるのかなというところでございます。 

 以上です。 

【森川座長】  ありがとうございます。 

 門脇構成員、どうぞ。 

【門脇構成員】  技術的な観点からお伺いしたいことがありますが、いろんなところでどんど

ん新しくホットスポットができているので、干渉が増えるというのは感覚的には非常によく分か

りますが、具体的に、これを定量的に把握する手段をお持ちでしょうかということ。これは東日

本さんとイー・アクセスさんとシスコさんあたりが、もしそういう情報をお持ちであれば、教え

ていただきたいです。 

【森川座長】  そのあたりは結構、重要なところだと思いますので、今だと、時間が長くなっ

てしまう可能性がありますので、後でしっかりとご回答いただいたほうがいいかなと思います。 

【門脇構成員】  そうですね、はい、わかりました。 

【森川座長】  ということで、申しわけございません、時間も過ぎておりますので。 

【森構成員】  すみません、後ほど教えていただきたいところですが、東日本さんの資料にも

ありましたセキュリティについて、ユーザーにどのような説明をされているかということを１つ

教えていただきたいと思います。 
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 もう一つ、シスコさんの資料の中に、コペンハーゲン空港の行動分析の話がありましたけれど

も、ユーザー情報の保存と利用についてのポリシーを教えていただければと思います。この２点

です。 

 すみません、よろしくお願いします。 

【森川座長】  ありがとうございます。先生方も他に追加質問等ございましたら、事務局に取

りまとめをお願いしたいと思いますので、ぜひともプレゼンテーションいただいた皆様方、質問

がたくさん行く可能性がございますので、これで終わりではなくて、もうちょっとおつき合いい

ただければと考えております。 

 それでは、よろしいですか。追加質問があればよろしくお願いいたします。 

 最後に事務局からご連絡お願いいたします。 

【鈴木データ通信課課長補佐】  本日はありがとうございました。 

 今、森川先生からありました追加の質問でございますけれども、５月１日までに事務局までお

寄せいただければと思います。その後、各事業者さんにお渡ししたいと思いますので、お答えの

方、よろしくお願いします。 

 次回、会合につきましては、５月１１日金曜日、１５時から１７時で開催する予定でございま

す。詳細はまた別途、ご連絡いたします。 

 以上でございます。 

【森川座長】  ありがとうございました。 

 それでは、これにて第３回の会合を終了とさせていただきたいと思います。プレゼンテーショ

ンいただいた皆様方、ありがとうございました。 

以上 


